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壷濁に天文憂を設置せよ

岡山支部幹事水野千里

下記の一聯に族行中の組稿で，塞謬日々新報杜に寄稿け詑ころ，八月十九日か

ら同月二十七日迄六回に渡り「薪高山上に大天文台一設置秘提議す」の題下に掲

載されアこものであるが，本部幹事の勘めによって更に殻稿しアこものでめろ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　し　が　き

　余は今度星見物の目的で長女を伴ひ，七

月二十四日神戸出帆の蓬莱丸に乗船，こ十

七日基隆に上陸，直ちに汽車に乗り，午後

五時十八分皇北に安着した．二十八日は淡

水港に紅毛城，奮砲塁の古跡を探り，北

投草山の爾温泉に航海中の勢を慰め，：三十

日には撫順丸に基隆から乗込み，蘇溺に寄

港し，三十一日花蓮港内に碇泊中騰風に襲

はれ・終日怒濤に醗弄せられたが，低氣歴が呂宋から，驚攣鼻沖，膨湖群島の

南西方に移動したので，船は夜牛三聖，八月一日肇東沖に投錨し，午後二時出

帆火焼島に向ひ，午後四時二十分旧いナこので，同罪に上陸して午後六時三十分

には再び船中の人ミなった．二日の曉天に膝頭填に投錨したεころ，船に土人

がやって來te．間もなく出帆して皇灘島の南端ε七星岩ミの間を通過しtcのは

午後一時であっナe・．前日來の騰風は西に過ぎ去って跡方もなぐ，海上至って穏

かに天氣晴朗ミなり，誠に愉快の航海で，海口に寄港して高雄港外に着いたの

は午後九時三十分で，翌三日午後六時入港，直ちに上陸して同地に一泊しナこ．

この間に内地で観るこミの出來ない星々を，夕方Sいはす，夜皐εいはす，曉

ミいはす，室が晴れてさへ居れば慮り観望した．血汐以來籔日間であるが，豫

ねて憧れて居た南天の星を新に観るこε籔十百であった．この聞天の澄み具合

を見るは中々よいので，當地方に天文皇の必要なこεを痛切に感じたから，臆

面もなく一文を物して墓潮入士の奮起を促すのである．

　　　　　　　　　　　　1・天友蔓設置の三婁件

天文壼を建設する土地は，
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　第一，地盤が堅固でなくてばならない・これば重い望遠鏡や，精密な要する諸種の器械

　　か据置くので・地盤が動揺してば駄目だからである1・

　第二，展望が十分なろiSころがよい・これ，ば説明な要する泡もなく，何人も首肯ぜらろ

　　Sビころであらう・

　第三臨氣象歌況の如何であろ・天文豪の位re　tして［t晴天打績き，曇天少く，空氣の

　　動揺著しくなく，且つ乾燥して居るtころがよいのである・

　此三要件中，前の二者を備へて居るごころは，全世界到るεころに見出すこ

εが出黙るが，第三の氣象状況はチト六ケ敷い．如何に地盤が堅固で，展望が

十分であっても，曇天が多かつナこり，濃霧に度々襲はれ，又は風が張いεころ

では，天艦を観望するこミが出町ないからである．

　　　　　　　　　　　　　　2，天女蔓とは何ろ“卿

　天文皇は天禮を観測するSころであるのは言ふ迄もないが，岩手縣水澤にあ

るのは緯度観測所ミいひ，米誌ウィルソン山上にあるのは太陽観測所εいって

天文皇ミはいはない．これは水澤には口径十糎の望遠鏡がある丈けで，米國の

方は世界第一の反射望遠鏡（口径254糎）はあるが，子午環がない．京都大嵐の

天文豪は山山な意味からいへば，これも子午環を鉄いて居て，實は宇宙物理墨

教室の三山建物tるに過ぎない．東京天文皇は子午環（星の赤経，赤緯及び固

有な蓮動を観測するEころの望遠鏡の一種）光度計，分光儀其の他必要な器械

が一通り備って居る．最も器械は小型ではあるが………，此の際一言附け加へ

たいこεがある．それは天文學者εいへば，天艦の観測ばかりして居る様に考

．へて居る人が多いが，無論日々観測に從事して居るものもあるが，時には一生

殆んさ望遠鏡に鰯れないで，他入が観測した材料に原ついて．鉛筆ε紙εを持

って，歎學の助けによって所謂理論天文學の研究に浸惜して居る天文家があ

る．京都大學の新城博士の宇宙進化論の如きは有名なものである．

　　　　　　　　　　　　　　5・天女i藝設備費

　世界一流の天文皇はその建築，諸器械の購入費等に百五拾萬圓乃至試百萬圓

を要し，先年學術研究會から文部．大田雨大臣に宛て建議された天文窒は．臨

時費百五拾萬圓，経常費拾五萬圓である．そこで世入は百萬園位なくては天文

墓は出來ないε思って居るが，それは大きな誤りで七十五粍望遠鏡一皇（代贋

試，参百圓位）があっても熱心な観測家がこれを活用するに於いては相當の働
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きをするこSを得るのである．例の有名な英悟グリニヂ天文皇位のものなら

ば，試，参拾萬圓もあったら胡弓である．多額の費用を要するものは官，公設

の天文壷εして置き，天文學の普及の憎めには，民衆的天文皇が無くてはなら

ない．例へば京都天文皇は，侮週月曜日の夜分筆名を限り参擬を許可し，神戸

の海洋氣象壷には，二十五糎の望遠鏡を備へて居るが，土曜日の午後でなくて

は参観するこεを許されない．東京天文墓は何時でも参観が出來るε思ふε大

間違ひ，余は大正四年十二月三十日晴れの門門を叩いたが，紹介者がなくて行

ったので門前沸ひされナこ．水澤緯度観測所は特別の場合の外律観するこεを得

ない．何時でも手輕に，極印軍な手刷きで一一■般に開放される様な，私設天文皇

の必要がこNにあるんである．

　　　　　　　　　　　　　4，私設の天女蔓

　天文毫ミいへば百萬圓もなくては建設されない様に思って居る人が多いが，

登萬圓もあれば小天文皇は出干る。それは屈折望遠鏡は高債であるから，反射

望遽鏡でこらへるのである．それも新品は金がかNるから，古物で我慢するの

だ．直径三十糎位のものならば，年々二つや三つの費物の出來ないこεはない

から，それを買へばやすあがりである．京都天文皇に本部を置いて居る天文同

好會では，昨年山本一清博士が御蹄二三，第一丁丁書εして全二丁要のこころ

十箇所ばかりに，民衆的私設天文皇を設置する二εに定め，その第一號は岡山

縣倉敷に，第二號は大阪市附近に建設するこミになり，現に倉敷の方は或る篤

志家が三十こ二糎の反射望遠鏡を寄附されたのが，英國から八月中には到着する

豫定である．そして本年（大正十五年）レ月末，火星の接近までには据付けんも

のSカきんで居る．小天文豪は大袈裟のこεはいらない．望遠鏡（試，参千圓

位のもの）ミ観測室ご使丁の居るSころΣ，それにクロノメーター（五，六百圓

位のもの）εラヂオ（試，参百園）εの装置さへ出來ればよいのであるから至極

平野なものである．附罵建物εして天文参考館を設け，天文に關する圖書，維

誌類，天球儀，諸器械の漂本，模型等を陳列して置いて．天文皇で望遠鏡を覗

くε同時に参考館を一覧して，天文の知識を得るこεは有意義のこミN思考す

るのである．そして小，中學生，門下生その他一般の人々に普及せしむる事

は，比較的天界に無頓着な邦人には更に必要なこSX信ずるのである．

　　　　　　　　　　5，愚民に天女蔓の必要掌る理由
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　前5ζは序論ミもいへるし又天文塁に照する豫備知識こもいふべきものであ

る。抑々天文塁は密集して居てはその敷が少いので，東西に南北に散在し相互

に連繋して始めて其の威力を現出するものである．甲唄が正午のSき，英國は

午前四時で，：米國西岸は午後八時である・そこで太陽を観測するεせば，今日

の様に隊洲や米國にのみ天文皇が多いSきには，英國から米國に引渡すが，米

國でM浸し齪測不能εなった押合，英國でも観測は出來ない・そこで東洋に天

文豪あらば引綾いて観測し，それを英國に引渡すこミが出來，所謂連肝腎に観

測し得るのである・今は太陽の観測について述べたのであるが，彫る定められ

たる星についても同様である．英米間，米歯間，日英間はその間隔が同一であ

るから殊によいのである．この揚合壁ごいふのは同國の西岸を，日は皇遡を意

味すみのである・

　次に土地の南北によって見得らる・星が異るのである．北緯四十度の地方師

ち我目引の奥羽地方，支那では北京，隊米の主要な少々では，天の北極から四

・十度迄（天球の赤緯北五十度から北極迄）は年中地塁線下に浸するこSがない代

りに天の南極から西十度迄（赤緯南五十度から南極迄）のものは，縄鋤に見るこ

ミが出來す，その間のものは見えナこり見えなんだりするものである．毫北（東

経百二十一度三十一hnA，北緯二十五度；分）では，北極から二十五度二分（赤

緯北六十四度五十八分以北）迄の星は年中見える周極星で，赤緯南六十四度五

十八分から南極迄のものは縄封に見るこミが出來ない．今北緯四十度に注む入

々に比較するεきには，赤緯：南五十度から同六十四度五十八分迄部ち十四度五

十八分間にある星丈け多く見得るので，赤道に於ては北極が北の軍卒線で，南

極が南の地下線であるから，天全判の星を見得るのである．それから以南に行

けば北極附近は見えなくなって，南端附近のものは，年中見るこミが出來る様

になろのである．我が國の南端自口ち毫濁i驚攣鼻沖の七星岩は北緯二十一度四十

五分であるから，皇北で見えるものから，伺ほ角度で三度十七分別け南の方の

ものを見得るのである．

　豪鱈は内地よりは南に位置して居るので，内地で見得るこミ：不能の南方の星

．を観測し得る強味を有して居るこεが，皇灘に天文毫の必要な最大理由で，英

國，米國の西岸，皇図の三者は同一の間隔を有して居るこεが第二の理由であ

み，
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　　　　　　　　　　　6、蔽高山上に大天女蔓を設置せよ

　新高山上に天文皇の必要なこεを説かれたのは故理學博士一戸直戸立で，自

ら再三登山を試み計書を進められ，時の民政長官後藤新産子も同意せられ，話が

蝕程進行して居た様であったが，一一戸博士は大正九年物故され，後藤長官は職

を辞せられたので其の儘εなったが，京都大學教授理學博士新城十善氏は故一

戸博士の親友であり，叉天文學者である關係から，一戸博士の遺志をついで，

面高ある毎に新聞に雑誌に著書に新高山上に天文皇の必要なこミを高唱されて

居るのである．余は本島実行中時々新高山に天文皇を建設するごいふこSが次

第に濃厚になって曾て居る様に聞及んだが，皇灘総督府の事業εして決行され

ては如何かξ思ふ，批瀬上山新総督の一介の努力を切望するのである．毫北州

北投，草山温泉道路に参拾萬圓を投じ．草山の一橋梁に四萬圓をかける丈けの

工事を施し得るこεから考へても，英國グリニヂ天文毫（参拾萬圓）以上のもの

を建設するこεは六ケ畏いこεNは思へない．學問に境1界なしεはよくいふこ

Sであるが，天文學は一高その意を彊うして居て，某所で彗星叉は新星を嚢画

しkならば，これを丁抹コベンノ・一グンの天文毫に通知し，そこから世界各國

の天文皇に登信して，各國の天文塁ではその星を観測するこεになって共同動

作をして居る．各地の緯度観測所（水澤，伊國，米國）では同一の薮封の星を連

綾羅に観測して北極の年々の移動を研究して居る．天文學は世界各地，東西，

南北に天文壼を設け各地の観測を材料εして研究してこそ其の目的を達すべき

もので．欧米にのみ天文皇の密集せるは蝕り感心しkこεではなく，東洋方面

に大天：文皇が必要（こεに皇灘に）なε同時…に赤道以南にも必要なのである．余

は一戸博士ε同年生れであって，天文に趣味を有する黒占に於いてはあまりに人

後に落ちないミ自信して居るこεは，家族，友人，知人等からは天文狂Sいは

れ，子供からは「星の叔父さん」叉，望遽鏡をかつぎまはるので，「望遠鏡の叔

父さん」ミいはれるのでもお察し下さい．本月三日高雄港に撫順丸が投錨する

や，事務長に新高山を指呼されte瞬間，故一戸博士を回想L，大天文毫をその

山上に建設ぜられんこミを此所萬傭しナこのである．故一戸博士は特に太陽の観

測に重きを置いた天文皇を希望して居られたが，余も同感で將來の熱源はこれ

を太陽に求むるを最上Eするのであるが，現今は天文皇の位置の關係上太陽を

研究するには十分の連綾的観測を得られて居ない大洗貼がある。こSに黒黙の
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それの如きは世界各地で日々観測するこεは最緊要なこεで天文學者のみなら

す，素人の願起を要するのである．

　京都大學教授山本一清博士の主唱によって，天文同好會誓言で，日々太陽の

下鮎を観測してみるものが，全町各地に散在して二十名計りもあって，余もそ

の一人で七十五粍望遠鏡で日々観測して居るが，一日中朝は晴天でも，午後に

は曇るこεがあったり，朝は雨が降って居ても午後には灯れるこεがあり，天

候は時々刻々に攣化するので，太陽が見えるS直ぐに観測せないミきにQよ，其

の日に再び見えないこNSがある．余は勤務三朝早く出て晩に渥く蹄り，時々晴

天でも観測するこεが出來ない日があるので，一家族中の者で誰れかtS“　ee回す

ゐ様にして居る．余の留守中は主ミして長女（目下高等女三校五年生）が槻弓す

るが，・今度長女を件って二三しftので，妻ε三女（尋常六年生）ミが日々黒鮎の

スケッチをして居るのである．

　　　　　　　　　　　7、二心には私設天女蔓を

　新高山上には學術的研究用のものを設け，一方皇北には民衆的のものを設け

旧い．盗品は北部ε南部NSで雨季を異にして居るから南北に設置するのは最も

其の當を得ナここεS信ずるのである，堂萬圓もかけたら小さなものは出來上

る，金さへ都合がつけば大きなものに，完全なものにし，天文参考館を附屡ε

すれば倫ほよい．大小は金の問題で，成績如何は観測に旧事する人の熱心，不

熱心によるものであるから，諸設備の完成を期するにこすこSはないが，人力

によって之れを補ふこεを得るので，濠洲メルボルの様に大望遠鏡があるが，

寳の持ち腐りで遊ばしてある様なこミでは駄目だ．小望逡鏡でもそれを活用す

る段になれば，大望遠鏡に勝るこミ数等上だ．

　天文肇Sいへば直ちに望遠鏡の大小如何εいふこミを連想するものである，

しかし望遠鏡はよい眼，遠方がよく見えるミいふこミになって望遠鏡の三明以

前，邸ち西暦1610年以前に於ては肉眼的天文學の進歩は著しく，こEに印度，

支那，バビロニア，埃及，希臓等の天文學はすべて肉眼によっkものである，

間々私は天文が研究したいのであるが望四鏡がありませんので一NSいふ人が

多藪あるが，肉眼的星，約五，六千について研究すれば素人では十分だ．常識

的天文學は何も望遠鏡がなければならないミいふこεはない．ケプレルはその

師テヒョの肉眼的観測を基礎εして，火星の軌道は圓ではなく楕圓である二S
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を嚢見しナこではないか．今世界各國の御自慢の望逡鏡の大さを御参考の爲めに

下に記して，世界三大罪國の一一ナこる我が國の望遠鏡が如何に貧弱なものである

かを具腿的に合点おさせ申す。我が國のは不完全な天文壼でありながら，熱心

な天文學者が多いので，世界の天文記者に伍して決してひけをミらない．故寺

尾，一戸爾博士，現在活動して居らるΣ爾李山博士，木村，新城，早乙女，山

本等の諸博士を有して居るこxSは我が國の誇りである。

　　　　　　　　　　　　屈折望四鏡
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　序に丁丁の代表的天文皇εその位置εを下に記さう，天文皇にも特長があっ

て，太陽の観測を主εしナこるもの，二三を第一一一　Sして居るもの，曰く何々εい

ふこSになる．

　　　　　　　　　　　　　圭要滋る天夕毫

　　地　　　　　　名
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水澤緯度襯測所（口
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京都大引（日）
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　前記の緯度によって東西の間隔，経度によってその地で見得る星の三園を悟

了されたい．

　　　　　　　　　　　　　む　　　す　　　び

　以上によって天文毫の概念ざ，その毫潜に必要な理由εを首肯されるこεs

信ずるのである．天文同好會では各支部所在地に，その地有志者の寄附金によ

って，私設天文毫を設置しナこい考へで，前記の襟に岡山縣倉敷ミ，大阪市附近

ミは確定し，殊に倉敷の方は今年中に完成する筈である．皇北は毫濁支部所在

地であるから他に先んじて第三號私設天文皇を，皇潜の會員ε，皇遡現住者の
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御奮登によって設立を見るこミを切望する．

　新高山上の方は絡督府なり，政府なり，叉は大富豪の寄附金によって設置せ

られるこミを，斯道の爲め，世界文化の爲めに析るのである．

　　大配十五年入月五日正午頭上に太陽た仰ぎ見つ㌧奮友橋子頭製糖所長金木善三鄭

　　氏宅で脱稿しナこ・

　　　　　　　　　　　　　南極附近の星圖

　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
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